
    令和 8 年 4 月 30 日 

 

 武南高等学校進路通信 第３号 
                                      進路指導部 

 

 

 

 

スタディーサポートについて 
 

 

広範囲な入試への学力、学習への取り組みを確認するテストです。基礎基本に抜けや漏れがない

かを確認するのに優れています。 

 また、正しい学習習慣を身に着けているかを客観的に判断することができます。今一度、自身の

生活スタイルを含め、見直してみましょう。 

 

『苦手分野を知る』 すぐに自己採点を行い，弱点を補強，学習習慣を再検討しましょう。 

 

受験後は自己採点を行い，解説を読んでください。入試の基礎となるポイントがたくさんあるは

ずです。また，返却後は客観的に，どの分野が弱点で，その克服のため何をすべきかをきちんと把

握することが大切です。弱点を補強することこそ，合格への最短ルートです。（当然，復習・弱点

補強は基礎・基本ができていない生徒ほど多く時間がかかります。） 

今の実力から目を反らさず、何をすべきなのかを確認し、今後の伸びにいかして行きましょう。 

 

 

学力×学習バランス表 

 

  

                 左のグラフはスタディーサポートの結果をグラフにした

ものです。左右は学習習慣，上下は学力です。 

                 ❶は学力より学習習慣が高い場合 

      ❷★                                                                                                                  ❷は学習習慣より学力が高い場合 

                 経験的にも，良い学習習慣が身に付いていない場合， 学  

                 力はどんどん低下していきます。   ❷は今後，学力低下す

ることが予想できるし我々の経験値からも強く思います。 

                 自身が左側，特に左上に位置している場合は要注意です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

上の表はベネッセ独自の GTZを表にしたものです。 

模擬試験の偏差値目安も載せてみました。（校内偏差値ではありません。） 

※ただしデータは 2025年度のものです。 

 

 

 

おわりに 
 

 かつては「進路＝大学受験」という枠組みでしたが、現在はその垣根を越えて、高校生のう

ちから考えなくてはならないこと、知っておくべきこと、取り組んでおくべきこと、身に付け

ておくべきことが日ごとに増えています。 

 

 それは少しずつ日本社会が成熟しており、これまでの枠組みにとらわれないキャリアの在り

方が必要とされているからだと考えられます。 

 

 進路指導とは一人一人が自立し、幸せで楽しいと思える人生を探す支援をすることだと思い

ます。武南生で良かった、武南を卒業して良かった、と思えるように私たちはそれぞれの個性

を尊重して行きます。 

 

 

 

「進路に迷うことがあれば、進路室へ足を運ぼう」 

進路指導部の先生達は、皆さんが気軽に来てくれることを待っています 

 

 

 


